













































































































































帳 （№2–1～5） や嵩山村の百姓の日記 （№10、 
№11）、吉田藩士の備忘録 （№6、 №7） など、













































































































は安永3年 （1774） から嘉永元年 （1848） ま
で数年ごとに作成されており、全部で12冊あ
る。安永5年 （1776） の伝右衛門家は村内で
最も多い116石余を所持しているが、文政11
年 （1828） には、これが159石余に増加して
いる。（安永3年のものは一部が欠失している
ため伝右衛門の名がない。）西尾家の明治期の
土地集積については『袋井市史』（袋井市役所
発行、昭和58年） に詳しいが、近世期にも活
発な土地集積をおこなっていたことがわかる。
　明治期のものでは、明治23年 （1890） の第
1回衆議院議員選挙で当選するなど、明治初期
に政治家として活躍した西尾伝蔵に関する史料
がある。主に戸長などの役職に関するものだ
が、明治9年 （1876） 8月に第1回遠州民会が
開会した際の祝辞の写 （史料群№203–№15–1） 
など、政治への関心がうかがわれる史料も含ま
れており興味深い。
　なお、史料群№198–1には信濃国伊那郡河
野村の史料が混在していたので、史料群№
198–2として別に目録を作成した。
信濃国伊那郡河
かわ
野
の
村文書（史料群№198–2）
　史料群№198–1に混在していた河野村の近
世村方文書38点。大部分が宗門改関係で、特
に弘化4年（1847）のものがまとまっている。
宗門改帳は「堀越上」「堀越下」「南上」「南下」
「北之上」「北之下」など、村内のまとまりご
とに作成されており、他に神職の分と借家の
分がある。村人の家族構成や年齢のほか、各
家の持高も記されている。弘化4年の威鉄炮
の改帳 （№9–28） の表紙には宗門改帳と同じ
日付が記されており、宗門改と同じ日に鉄炮
改もおこなわれたことがわかる。
　他に、享保12年 （1727） の郷中諸入用の書
上帳 （№2） など、宗門改関係以外の史料も数
点ある。なお、「久也」から「丸山保秀先生」
に宛てた年不詳の書状 （№10） については、
出所を特定することができないが、丸山保秀
が幕末に南安曇地方の歌壇で活躍した人物で
あることから、この史料群に入れた。
（文責　臨時職員　内藤路子）
